
意識についての神経心理学的考察

1 意識の神経心理学的基礎

神経心理学とは，人間の心的活動を神経系の

活動，とくに中枢神経系の活動との関連のなか

で研究しようとする学問領域であるといえる．

この立場は，脳の活動を，われわれの精神活動

の物質的基盤と考え，このような構造のもつ機

能の，最高の発現形態として心的活動を考えよ

うとするものであり，またこのような立場に基

づく研究が，現代心理学の発展にとって，最

も重要なものの一つであると考えるものであ

る1)。

ところで， ソビエトの神経心理学者）レリア

しま2)， 脳をその構造あるいは機能という側面か

ら， 3つの機能系に分類している。この機能系

という概念は，心的機能が脳構造と一対一の対

応関係にあるのではなく，一つの心的機能が多

くの，異った部位の脳構造の力動的関係に依存

していること，あるいは，ある局所的な脳部位

は，多くの異った心的機能と関係していること

を意味している。つまり，機能と構造は力動的

相互依存の関係にあるとみるのである。

｝レリアが第1機能系と名付けた部位は，脳幹

と古皮質を含んだ部分で，そのなかには，意識

との関係がよく問題とされる脳幹網様体賦活

系，視床下部調節系，大脳辺縁系が含まれてい

る。この部位は，心的活動を支える基盤として，

覚せいや欲求の系と直接的に関係している。こ

のことがまた，この部位に過去経験の痕跡をし

っかりと保持するという役割をになわせること

になった。

第2機能系とは，大脳の後半の部分で，側頭

葉，頭頂葉，後頭葉に対応している。この部位

では主として，情報を受容し分析し，また貯蔵

（記憶）する役目をになっている。

坂 野 登

第3機能系は脳の前半の部分の，皮質および

皮質下の構造と関係した系である。 この系で

は，情報のフ゜ログラミング，行為の組織化が行

われる。この系のなかで，前頭葉の機能がもっ

とも重要なものとなっている。

この 3つの機能系のこのような機能分化を支

えるものとして，ニューロンや神経系の構造と

機能の特徴を考えることができる。

情報を受容・分析する第2機能系では，情報

の伝達は， 1次皮質中枢から 2次皮質中枢へ，

そこから 3次皮質中枢へと，下位中枢から上位

中枢の方向に伝達される。 1次皮質中枢は，そ

れぞれの感覚様相（モダリテイ）に特有的な，

視・聴・触・運動・前庭感覚等にわかれるが，

2次皮質中枢になると，その中枢では他の感覚

様相に対しても反応を示す， 多ー感覚様相ニュ

ーロン (multi-modalneuron)が次第に混入し

てくる。そのニューロン群のおかげで，個々の

分析器からの情報は統合を受けることになる。

3次皮質中枢は， いわゆる感覚ー感覚連合野の

ことであるが， ここでは， 多ー感覚様相ニュー

ロンだけとなり，情報の総合化の程度は，もっ

とも高度になる。

情報の処理が，個々の感覚様相のものから多

ー感覚様相のものへと変化して行くことは， 観

点を変えれば，継時的な情報処理から，同時的

な情報処理様式へと変化して行くことを意味し

ている。 このような意味から， 感覚ー感覚連合

野である 3次皮質中枢は，情報の同時的総合部

門であると考えることができる。

時間的処理様式から空間的処理様式への変化

は，観点を変えれば，時間的に変化する多くの

情報を，空間的に積分し 1点に凝縮させたも

の，すなわち概念の形成を可能にする。この概

念は，人類における言語の発生とその使用によ
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って，よりはっきりと明確な形をとるようにな

った。言語の発生と使用は， 2次皮質中枢，ょ

り明確な形では 3次皮質部位において機能の分

化をもたらした。すなわち左半球に確立された

言語中枢の存在がそれである。

第3機能系における情報の伝達は，第2機能

系とは逆に，高次の 3次皮質中枢から 2次皮質

中枢，そして 1次皮質中枢へと伝達され，最後

に運動的行為として終結する。 3次皮質中枢と

して前頭葉の外側部が， 2次皮質中枢として前

運動野が， 1次皮質中枢として運動野が考えら

れる。

前頭葉の 3次皮質中枢は，第 2機能系のそれ

に比べると，より広範囲で一般的な行為の調整

と関係していて，大脳皮質の他のすべての部位

の上に立つ， 超構造 (superstructure)と呼べ

るものである。前頭葉はとくに，第1機能系と

の神経連絡が密接であり，両者には多ー感覚様

相ニューロンの他に， attention unitとか，

neuron of noveltyと呼ばれるニューロン群が

多く存在していて，以前に知覚された信号の変

化に対してはっきり反応する。このニューロン

は，信号刺激や新奇刺激に対する定位反応の基

礎となる一方，記憶痕跡の保持とか，新しい痕

跡を古い痕跡と比較照合する働きをもってい

る。第1機能系のこのニューロンは，感覚様相

に非特殊的な (modally~nonspecific) 記憶と関

係しているし，前者のニューロンは，意識水準

を定める，非特殊的な賦活系を基礎づけている。

第3機能系では，第2機能系と同様に， 2次

皮質中枢と 3次皮質中枢では，左右の半球の機

能が異なるという一側化現象が認められる。第

2機能系の 3次皮質中枢で，左右それぞれの半

球にまとめあげられた言語図式と空間図式は，

第3機能系の 3次皮質部位で，それぞれ言語材

料，非言語材料の時間的再組織化（プログラミ

ング）が行われるのである。

2 3つの脳機能系における行為の水準と

意識

今まで述べてきた 3つの脳機能系の特徴を，

心的行為の水準および意識の階層的構造3)と関

係させて述べてみよう。意識の階層的構造と

は，自発的意識，対象意識，反省意識を意味し

ている。

まず第1機能系の働きは，行為の水準との関

係で述べるならば，作業能力の上下とか，注意の

範囲の広さとか，注意の選択性とかを規定して

いる。第1機能系の機能が低下すると，作業能

力は低下し，注意の範囲は狭くなり，意図的で選

択的な注意は困難になる。情報の分析能力は低

下し，記憶痕跡の保持も困難である。また行為

は一般的に受動的になってしまう。意識との関

係では，意識水準は低下し，自発的意識は低い

水準に止まってしまう。この脳機能系は，いわ

ゆる身体的自己意識と呼ばれているものを支え

ているが，その働き自体が意識（自覚）化され

るためには，他の2つの系に，その活動が反映

されなければならない。

第2機能系の働きは， 3つの皮質中枢への情

報の伝達が示すように，個々の感覚様相の感覚

から感覚間の総合としての知覚へ，そして 3次

皮質中枢が関係した意味的認知へと，個別から

全体への過程の中に示されている。この系の働

きは，われわれの対象意識を支える基礎を形造

っているといえる。そこでは対象の情報の，非

言語的処理と言語的処理が問題となる。 3次皮

質中枢についていえば，右半球では非言語的な

直接的感覚心像が問題となろうし， また左半

球ではその心像が言語的概念と結びつくだろう

し，あるいは言語的概念の間の，言語的心像の

間の結びつきが問題となるだろう。

第3機能系の働きに関していえば，行為水準

では行為の意図や目的性，思考の組織化，すな

わち行為のプログラム化と行為の遂行，行為の

確認とその変更という，いわばモデリングを行

う系として存在している。この第 3機能系は，

意識の階層的構造に関して述べるならば， そ

の最高層としての反省意識ともっとも深い関係

にあるといえる。とはいっても，第2機能系と

関係深いと述べた対象意識は，第 3機能系の働
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きと無関係ではない。対象の知覚や認知が，そ

もそも対象に対する能動的働きかけであり，情

報の受動的受容と刻印でないということは，対

象意識における第 3機能系の，重要な役割を示

唆している。

人々は，自分の欲求や意図によって変容する

対象の像を知ることを通して，屈折された像の

背後にある，対象の客観的実在の姿を知ること

ができるといえる。対象の像が自己の個体的一

人格的条件によってどのように屈折されている

かを知ることは，観点をかえれば， 自己を対象

化していることになる。

このことを発達的にみるならば，自分の行為

の結果を意識化できるという「行為の対象化」

の段階から，未来の行為の対象化の段階へ，そ

して最後の青年期に成立する行為の原因の意識

化，すなわち「行為の主体の対象化」へと移行

していく。このような反省意識を支える，神経

心理学的基礎として，行為の意図と行為の結果

を比較照合する「行為認容」的働きをもつ，前

頭葉内側部が考えられる。

自己を対象化するということは，外界の対象

またはその像のなかに，自己の像を関係づける

ことを意味している。このような意味でまた，

自己意識は対象意識と関係している。ここでい

う自己の像とは，第3機能系の前頭葉外側部に

プログラム化された， 自己の行為のもろもろの

姿であり，外界的対象の世界との比較照合は，

「行為認容部門」で行われると考えることがで

きる。このように考えると，対象意識と反省意

識とは，第2機能系と第 3機能系の間の情報伝

達経路の方向の違いとして，区別されるように

思える。対象意識とは，第2機能系の 1次皮質

中枢での受容・分析にはじまり， 2 次• 3次皮

質中枢を経て， 第3機能系での再編成と確認

へと至るものであり，反省意識は逆に，第 3機

能系におけるフ゜ログラミングに発し，第2機能

系における対象の像へと移行し，両者が第 3機

能系で比較照合されるという，二方向的結合を

基にしているといえる。いいかえれば，像（心

像）の能動的再生という側面が重要となってい

る。

われわれが意識の階層的構造を問題とすると

き， 3つの機能系の間のこのような力動的関係

に注目することが必要である。欲求•意欲の系で

ある第 1機能系は，第 3機能系と密接な神経連

絡をもつことを通じて，一方では第 1機能系の

情報を他の 2つの系に伝えるが，他方ではこれ

ら2つの上位の系からの，逆行性インパルスに

よって，その活動は再編成を受けるというよう

に，相互規制の関係にある。とくにこのなかで

重要な役割を演じるものとして，前頭葉による

行為の調整作用を考えなければならない。この

働紫によって人間は，自然的欲求を基礎にした

高次の欲求体制をつくり出すことが可能になっ

たと同時に， 自然的直接的欲求を調整できるよ

うにもなったのである。

3 意識と言語機能

第1機能系の活動水準の低下によってもたら

される自発的意識の形態と内容の変化は，人間

にとっては，この系に支えられた意識水準の一

定の高まりというものが，正常な言語活動が発

現されるための前提条件であることを示唆して

いる。催眠や夢のなかにあらわれる意識状態

は，高次神経活動の相状態 (phasicstate)の

あらわれであり，とくに第 1信号系と第2信号

系の相互作用における相状態であることを，パ

ブロフは明らかにしている。

このことはまた同時に，第1機能系の機能低

下によって，第 2.第3機能系のなかの高次の

叫区，とくに言語機能の正常な活動が影響を受

けることを意味している。このような状態の下

では，人々は対象のもつ直接的印象に従って，

断片的な部分を言語化するが，対象のもつ統一

的な像について言語化することができない。ま

た外界と自己との関係についても同様である。

対象意識における言語機能の果す役割につい

ては，両半球の間の神経連絡路である脳梁を切

離された患者についての研究が，興味深い知見
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を提供している。スペリイとガザニガら4)によ

る研究では，脳梁が切断された患者は，一方の

半球に到達した情報が他方の半球には伝わらな

いという性質を利用して，片方の半球にだけあ

る対象を見せて，それが何であったかを判断さ

せるのである。非言語半球である右半球に出さ

れた対象を，右半球による直接的統制を受けて

いる左手を使って，多くの対象物のなかから触

覚的に識別することはできるが，それが何であ

ったかを，言語的に応答することはできない。

これに対して，言語半球である左半球に投射さ

れた対象は，右手によって触覚的に識別される

し，また言語的に応答することができたのであ

る。

この事実は一般的にいえば，次のような意味

をもっている。 「目前にある本を認知してい

る。何ものかを知る 5)」ことを対象意識と定義

するならば，非言語半球である右半球でも，対

象意識が可能であることになる。彼らの研究に

よると，文字言語や口頭言語の理解 (compre-

hension)も右半球である程度まで可能であっ

た。

しかし対象意識を，言語的に表現できる

(speech expression)こと，言語的に定式化で

きることに限定するならば，このような意味で

の対象意識は，左半球特有のものとなる。対象

の存在を非言語的水準で表現できることと，言

語的に表現できることとの違いは何であろう

か。単なる表現手段の違いであろうか。神経心

理学的に考えるならば，対象の刺激作用の効果

が，どこの中枢まで至っているかが，問題とさ

れなければならない。もしも言語的表現を単な

る随伴的現象と考えるならば，両者の違いは，

言語表出という随伴的行為を伴ったかどうかだ

けの問題に帰することができる。

われわれが，対象や自己の像を，言語的知識

体系のなかに位置づけ，操作し，再構成化して

いくことは，像の信号的性格の段階から像の客

観的認識の段階への移行を意味している見人

に々共通の， コミュニケーションの手段として

の言語体系のなかに対象が定められ，知的操作

の手段， 自己の行為の調整手段としての言語機

能のなかに高められたとき，対象は（対象化さ

れた自己を含めて）客観化された性格を帯びる

ことになる。

このように考えると，第3機能系の前頭葉に

存在する，行為の意図と結果とを比較照合する

働きが重要となってくる。 しかしこの比較照

合の働きと，その働きが言語的表出へと反映さ

れたものとは， 同ーでない場合がある。 アノ

ーヒン7)が示したように， この行為認容器官

(acceptor of action)は，動物にも存在する，

無条件反射一条件反射の系である。それは，種

の反射としての無条件反射的性格とともに，個

体発生の過程のなかで形造られた条件反射的性

質をもっている。この両者は相互規制的関係に

あるのだが，この上に条件一条件反射の系の最

高の形態である言語性結合が付加されることに

よって，様相は一変する。

行為のプログラム・確認の系は，知的操作の

手段の系としての言語的操作の水準に引き上げ

られる。そこでは，直接的対象物は，言語的操

作を受けることによって，客観的性格を獲得す

る一方，目の前にない対象物の像は，能動的に

再生され，直接的心像あるいは言語的心像の形

をとる。直接的心像と言語的心像の間の連結・

分析・総合は，右半球と左半球の前頭葉部分の

共同活動を通じて可能になるが，言語一言語的

操作は，左半球で営まれる。対象意識と反省意

識が，言語的定式化という，形式的操作の水準

で営まれてはじめて，両者は客体化されまた一

つの統一体として存在することになる。

4 種々の心的活動と意識との関連について

チェフ゜ロフの「ソヴェト心理学8)」 から，意

識と関係させて述べられた，種々の心的活動を

抽出してみよう。まず「注意」は，一定の対象

に対する意識の志向性と定義され，意識の選択

的性質を示すものとされる。この神経心理学的

基礎として，第 1機能系による意識水準と，第
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3機能系による選択性が考えられる。第 1機能

系は，注意の必要条件であったが，無意図的注

意 (involuntaryattention)と意図的・随意的

注意 (voluntaryattention) を区別するもの

は，第 3機能系の働きである。

欲求体制の系である第1機能系と，選択的意

識の系である第3機能系の相互作用の他のあら

われは， 「憶憬」と「願望」の相違としてみら

れる。前者は， 「意識されていない漠然とした

志向，あるいは一定の対象に向けられておらず，

また目的の明白な表象と結びついていない志

向」として定義され，後者は「一定の対象・一

定の目的に対する意識的志向」とされている。

この両者は，対象意識と反省意識のからみ合っ

たものとも考えられるので，第2機能系の働き

を，全然無視してしまうことはできない。

意識とのかかわり合いについて，もっとも多

く議論されているものが，人間の「意志」的行

為の問題であろう。意志とはチェフ゜ロフの教科

書では， 「行動の意識的目的志向性に表現され

る精神生活の一側面」と定義されているが，そ

の特質として， 1)決定および行動の意識性，

2)決断性， 3) 自己を制御する能力， 4)エネ

ルギーと不屈さがあげられているが，これらは

すべて，力の系としての第1機能系に支えられ

た第 3機能系の働きであると考えることができ

る。あらかじめ目的を意識しているという，行

為の意図とプログラミング，あらかじめ行為を

内的に表象するというプログラミングの系との

共同活動による第2機能系での心像の形成の働

きがこれである。

われわれの行為一般に目を向けてみよう。意

識性の程度によって，高度に組織化された「意識

的行為」と，意識性の程度が比較的少ない「衝

動的行為」との両極に二分できよう。言語的水

準への反映の必要性の有無によって，意識的行

為と随意的行為を区別することが可能であろ

ぅ。すなわち両者とも，第 3機能系の関与によ

って遂行されるわけだが，後者では言語系の関

与を必ずしも必要としないと考えるのである。

このような観点から，動物にみられる随意的行

動と人間のそれとの共通点と相違点が見出さ

れ，また人間のいわゆる随意的行動のなかに，

いくつかの階層的関係を考えることが可能とな

る。意識的行為のなかにも，全然意識化される

ことなく経過する個々の心的過程が存在してい

る。自動化された行為がそのよい例である。レ

オンチェフ9)しま，行為から行為の遂行手段であ

る操作への移行として，自動化の過程をとらえ

ようとした。

いままで，意識と心的活動の諸側面について

述べてきたが，それは注意の問題を例にとるな

ら，注意の二つのカテゴリー，すなわち無意図

的注意と随意的注意の区別についてであった。

これは，注意のなかにあらわれる，意識水準，

その階層的関係についての言及である。このよ

うな区分と同時に，心理学的に重要なことは，

意識の向けられている対象が何であるか，そし

てその人が自覚している意識内容が何であるか — 

ということである。神経心理学的観点から，い

わば一般的命題として述べられてきた意識の具

体的内容を，その人の，あるいは集団・社会の

なかの人々の，具体的な社会的生活との関連の

なかで明らかにするという課題を，われわれ心

理学者はまたもっているのである。

5 無意識と意識の相互関係について

ゴールトシュタィン10)しま，失語症患者や脳損

傷患者についての観察から，意識的現象として

彼のいう「抽象的態度」を，とくに重視した。

彼は人間行動を規定する無意識の要因を考察す

るなかで，精神分析で用いられる無意識の概念

の代りに，非意識という語を用い，いわゆる無

意識の現象を，肯定的な自然の出来事として考

えようとした。

非意識の第 1のカテゴリーは，自動性という

身体過程を指している。 この過程の基礎とし

て，第1機能系にある無条件反射の系や，第3

機能系のなかの，無条件反射性のプログラミン

グや確認の系がまず考えられる。それと同時
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に，先に述べたような，活動の動機と直接的に

結びついていた行為が，活動目的の遂行のため

の操作に移行した際にみられる自動化の現象が

考えられる。このような行為は，課題が変更さ

れるとか，困難なものになるとかという，一定

の条件下では再び意識にのぼるようになる。フ゜

ログラミングや確認の系のなかで重要なもの

は， 言うまでもなく条件反射性のものである

が，これらの活動は，前頭葉の左半球部分の活

動と結びつかなければ意識されない。われわれ

が随意的行為と呼んでいるもののなかには，左

半球の活動の参加を必要としないもの，あるい

は第 3機能系の深い部分で遂行されるものが多

くある。 「行為認容器官」はもともと，前頭葉

の深い部分すなわち内側部に位置し，他の部位

の活動と結びつかなければ（とくに左半球のフ゜

ログラム装置と），意識されないのである。

ゴールトシュタィンは，非意識の第2のカテ

ゴリーとして，感情・気分・態度・欲求・要求

などの内的体験をあげている。これは当然，第

1機能系の働きと密接に関係したものである。

第 2•第 3 機能系の働きを支える基盤としての

第 1機能系は，当然他の 2つの機能系の働きに

大ぎな影響を与えるが，それと同時に，第 1機

能系の活動が他の 2つの機能系に反映されるこ

とを通じて，意識されるものとなり，従ってこ

れからの内的体験は再編成され，新しい姿をと

ってあらわれる。しかしこのような事態ではす

でに，内的体験はその元の姿を失っている。ま

た内的体験は，第1機能系の特徴からして，散

漫 (diffuse)な形でしか，他の 2つの系に影響

を与えないので，言葉の正確な意味では，意識

されていることにならない。

非意識の第 3のカテゴリーは， 「忘れてしま

っているが，その影響に気づくにせよ，気づか

れないにせよ，われわれの現在の思考や行動に

影響を与えている，前の意識的出来事の残存効

果，すなわち記憶に対応するもの」と述べられ

ている。これは，第 3機能系による，直接的・

言語的心像の能動的再生とかかわっている。第

3機能系による再生しようという意図の成立と

プログラミング，そしてその効果の確認の意識

化という系にはいり込まない記憶痕跡というも

のは，それが人々の思考や行動に影響を与える

にせよ，意識化されないのである。．特定の感覚

様相や記憶内容とかかわり合いのない，記憶一

般(non-specificmemory)と関係した第 1機能

系の働きがまた，非意識のこの第 3のカテゴリ

ーの基礎を形造っている。

意識ー無意識の過程の相互関係は，表層一深

層の次元(surface-depthdimension)との比較

のなかで，よく論議されている。 Sanford,N. m 

は， 「より深層にある」場合として，次の 8項

目を挙げている。 1)意識が利用される程度が

より少ない過程， 2)個体の発達のなかで， ょ

り早く貯蔵された過程， 3)学習された反応に

対比された生物学的反応， 4)神経学的により

低次のもの， 5)決定された・支配された・道

具的なもの (determined,ruled, instrumental) 

というよりはむしろ，決定する・支配するもの

(determining, ruling)の意味， 6)直接的な場

の条件に支配されていないという意味で「内的，

inner」な過程， 7)比較的変化しにくい過程，

8)比較的観察しにくいかくされた過程。

Sanfordのいう，より深層という区分は，神

経心理学的に解釈すれば，次のようになるだろ

う。 1)は第 1機能系とまず関係しようし，ま

た他の 2つの機能系でも，低次の皮質中枢が，

あるいは高次の皮質中枢であっても右半球の機

能が， 問題とされなければならない。 2)第 1

機能系がまずこれに相当するし，第 3機能系の

発達はもっとも遅れるという意味で，その外側

部はより表層ということになる。また高次の皮

質中枢はより表層となる。 3)第 1機能系は無

条件反射の系であるという意味でこれに相当す

る。もちろん他の 2つの系にもこのような働き

がある。 4) これは本論文の趣旨からして当然

のことである。 5) この立場に対しては， 神経

心理学は鋭く対立する。すなわちすでに述べた

ように，第 3機能系の能動的な，行動の再編成の
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働き，そしてこの系のなかでの，高次から低次

の中枢への情報の伝達，また第1機能系に対す

る再編成的フィードバックの働きは，決定する

もの一決定されるものの関係を逆転させる。こ

れが精神分析的立場に対する批判としてもあら

われてくる。最後の 8)について述べるなら

ば，ゴールトシュタィンの第 1のカテゴリーの

自動化された運動は，それは非意識的なもので

あるが，よく観察され得るものである。

このように，神経心理学的観点からは，意識

ー無意識的過程の間の関係は， 3つの機能系の

間の力動的相互交渉の姿のなかから，解明され

ることになる。この立場からは，意識ー無意識

過程の間の相互移行の問題は，単に 3つの機能

系の間の相対的優位関係からだけでなく，第2

•第 3 機能系それぞれの系のなかでの，機能的

構造化という観点から解明されなければならな

いことを示唆している。

Ornstein, R. E. 14) ~ま，古くから現代に至る

までの間に述べられてきた，意識のあらわれ方

についての 2つの様相を分類し，これらを左右

半球の機能と関係させて述べている。表1は，

Bakan, P.15)による同様の分類をあわせて再整

理したものである。信号系優位の型の特徴と，

左右両半球の機能，あるいは意識のあらわれの

二分法的分類の特徴とを併せ考えると，両者の

間の類似点に気付くだろう。

表 1 意識のあらわれの二分法的分類と左右
半球の機能

左 半 球 右 半 球

6
 
意識のあらわれの個体差

パブロフ 12)しま，人間に特有的な，言語を用い

た分析と総合の連結活動としての第2信号系の

働きを述べるなかで，第 1信号系と第2信号系

の働きの相対的優位の関係から，人間が第1信

号系活動が相対的に優位している芸術家型と，

第2信号系活動が第 1信号系活動に対して，相

対的に優位している思索家型と両信号系の発達

が均衡している中間型に区別できることを示し

た。

最近の神経生理学的，神経心理学的知見に照

らし合せると，第2信号系優位の型である思索

家型が左半球機能の相対的優位者に，また第 1

信号系優位の型である芸術家型が右半球機能の

相対的優位者と関連していることが示唆され

る13)。パブロフ以降の研究によると，思索家型

は分析や体系化，一般化された抽象的思考の優

位性にその特徴があり，また芸術家型では，直

接的印象が明瞭で，対象を全体的な印象として

把握し，具体的・形象的な知覚や記憶が優位し

たものとして示されている。

的

的

的

的

的

的

的

的

的
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語
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理
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直観的・感覚的
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弛緩的

空間的

非直線的

同時的

アナログ的

意識のあらわれについての，この二分法的分

類は，人間に特有的な言語の発生とその使用と

関係して発生してきた，左右大脳半球の機能的

非対称性16)と関連させて議論されるとき，その

真価は発揮されるだろう。また，人格の個体的

差異を考えるに際しても，人間と動物とを区別

するものとして，また個体発生の過程のなかで

もっとも顕著にあらわれた特徴として，意識の

あらわれと言語機能との関係を問題にしている

が故に，重要な考察点となるだろう。しかし表

に掲げた分類や，信号系優位の型分類で示され

た特徴は，まだ並列的な段階に止まっていて，

それらの階層的関係はまだ明確に示されていな

い。二分された一つのカテゴリー内での相互依

存的な階層関係，あるいはカテゴリー間の相互

移行，構造化の程度と内容などについて，今後
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研究が進められなければならないだろう。機能

的構造化の結果としてあらわれた意識の二分法

的分類は，第2•第 3 機能系と関係したもので

あるが，この 2つの系を支える基盤としての第

1機能系との相互関係の研究は，人間個性の気

質的側面と能力の個体的特徽との間の相互関係

を， また明らかにしてくれるであろう。気質

は，何よりもまず，第 1機能系と結びついてい

るからである。

3つの機能系の間の，力動的相互関係につい

ての研究は，知・情・意と三分された人間個性

の諸側面の，相互規制の関係の姿を明らかにし

てくれだろう。三者を統合する上で重要な役割

を演じるものが，人間に特有的な意識をつくり

出し，それを支える言語機能であることはいう

までもない。 3つの機能系を統合する役割をも

った言語機能のおかげで，われわれは内部にお

いて統合された，人格像をもつことができるの

である。 （本学部助教授）
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